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キッズ運動遊び教室

【氷川ＳＣクラブの運動プログラム】

東陽交流センターせせらぎ

教室情報は公式L I N Eまで

県道５２号（岩奥地区）の崩土現場

【写真提供：泉支所さま】

　【問合せ先】
　ひかわスポーツクラブ

　　氷川町栫１３

　　Tel ６２－３１９８

人気の太極拳教室

【写真提供：東陽支所さま】
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火の川
運動神経は脳の神経回路で決まる

ひかわスポーツクラブで育もう♪

７月１日、八代市が道の駅への登録

に向けて申請を行っていた「東陽交

流センターせせらぎ」などの施設が、

道の駅「東陽」として新規登録された。

この施設は、しょうが祭やふれあい

夏祭りなどのイベントを実施する地域

コミュニティの拠点であり、また、五

木・五家荘への観光ルートの玄関口

としての役割も担っている。今回、道

の駅に登録されたことにより、今後さら

に多くの来場者が訪れることが期待さ

れる。

登録に伴い、現在、２４時間使用で

きる多目的トイレや情報発信施設など

の整備をはじめ、令和３年春に予定さ

れている「道の駅」オープンに向けて

準備が進められている。

オープン後は、東陽町や周辺地域

の情報発信、観光振興及び地域活

性化を促進し、愛される道の駅を目

指す。

◆隠れ里映画祭
【日時】 ８月２８日（金）～３０日（土）

開場１２：４５、上映：１３：３０

【場所】 ふれあいセンターいずみ

【費用】 無料

【定員】 各日３０名※当日先着順

【作品】 ２８日：しあわせの隠れ場所

２９日：酔拳２

３０日：オーシャンズ１１

【その他】・レストランで使えるソフト

アイス引換券をプレゼント

・写真コンテスト作品展示

【注意事項】

・コロナウイルス感染症対策として、マ

スクの着用、当日受付時の検温、手

指消毒、社会的距離の確保を！

・県内で感染者数が増加している場

合は中止となるため、当日事務局等

へ確認して下さい。

【問合せ】泉町観光協会事務局（地

域振興課観光係） Ｔｅｌ６７－２１１１

道の駅「東陽」が登録

東陽交流センターせせらぎ

ひかわスポーツクラブは、『融和・健

康・地域の元気づくり 』を目指し、

2011年２月に設立された氷川町の総

合型地域スポーツクラブである。コロ

ナ禍の影響により活動を中止してい

たが、６月より活動を再開している。

◆子どもの運動能力が心配？

我が子は運動神経がない！どんな

競技が合うかわからない！という保護

者の悩みがあるという。

運動のセンスは、生まれ持った才能

ではなく、必要な動きを練習してきた

かどうかという、後天的な環境の違い

による。つまり、練習を積んで、脳の

神経回路をたくさん作ったかどうかに

よって決まるのである。

近年、少子化や住環境の変化 、

ゲーム機の台頭などの社会問題によ

り、多様な動作の経験不足が指摘さ

れている。

子どもの頃から、外遊びの中でさま

ざまな動きを経験し、複数のスポーツ

を楽しむことで、動きのバリエーション

を蓄えることは、あらゆる運動の基礎と

なる神経回路を育むことにつながる。

◆安価で多様な教室を運営

子どもスポーツ教室は、ワンコイン

（500円）で誰でも参加可能。また、子

どもに合う競技を探すことにも役立つ

という定期教室は、月謝2,000円で複

数のスポーツを楽しめる。

◆大人の教室

一方、大人向けとしては、初心者で

サークルに入りづらい人のために、初

級講座を実施しており、初心者に優し

い活動となっている。

参加者は、楽しく気長に活動するス

タイルを満喫しており、新たな仲間を

歓迎してくれるという。

五家荘のルートが寸断
７月の豪雨で甚大な被害

７月４日の未明から約１週間、低気

圧や梅雨前線に向かって湿った空気

が流れ込んだ影響で猛烈な雨が降り、

泉町でも甚大な被害を受けた。

五家荘方面へ向かう各ルートが、崩

土・道路崩落等により全て寸断。通行

できない状況になり、五家荘全体が

一時、孤立状態となった。

現在では、県道２４７号線（久連子落

合線）・林道南川内線以外は通行で

きるまでに復旧したが、一部の世帯で

孤立・避難状態が続いている。完全

復旧までには期間を要するため、市

は関係機関と協力して復旧にあたっ

ている。

◆夏メニューで涼む♪
◇ふれあいセンターいずみ

（Ｔｅｌ６７－３５００）

五家荘椎茸そうめん天ぷらセット

（５品）1,200円（税込）

※定休日：毎週水曜

（但し、８月１２日は営業）

※レストランの営業時間：平日は１１

時～１６時、土日祝日は２０時まで

◇氷川町まちつくり酒屋

（Ｔｅｌ５３－５５５０）

・タピオカ300～350円

ミルクティ、カフェオレ、

黒蜜抹茶ミルク、マン

ゴーミルク他６種類

・ふわふわかき氷

200～400円

水出しコーヒー、イチ

ゴ、メロン他７種類

※定休日：毎週月曜、祝日

中１・２・３クラブ

と進学ナビをお届

けします。ご希望

の方は、熊日宮原

販売センターへお

申込み下さい。

Tel62-3868



　

１回目の収穫のあとかたづけ中 ダンス部は氷川町公民館で練習

ファーストペンギンになる⑰
若者の人材育成と関係人口を考える学会設立

４月上旬にスタートした月夜の農業

クラブは、１回目の収穫を概ね７月ま

でに終えて一安心♪しかしながら、草

取り不足や病害虫の被害により収穫

に至らなかった家族や個人もあった。

農業は甘くない！

そこで今月は、収穫の片付けや草

刈りを行い、１０月下旬の収穫祭へ向

けて２回目の全体作業は、丹波の黒

豆とビーツの種まきを実施する。

７月の土曜日の夕刻から、まちの課

題解決・探究コースで部活動を実験

的に開催している。当初、８つの部が

提案され、８月から部員を募集する

予定であった。

しかし自ら運営する難しさに加え、日

程等の関係で断念。これも大きな学

びの機会であり、部員の団結も不可

欠。現在、部の統合も行いながら自

主的な運営を模索している。

８月２３日、全国の大学教授やまちづくり関係者らと「若者の人材育成と関係

人口を考える学会」を氷川町で設立する。これは氷川町及び流域におけるこ

れまでの活動を検証し、全国各地において先進的な事業の提案・実践を目指

すもので、まちの課題解決・探究コースのメンバーも会員として研究を行う。

学生生活に、一応のピリオドを打とう

としている今、「どうあがいても人生一

度きりなのだな」と気づいた。ならば、

未来から逆算し、人生を最適化するし

かない！

◆「未来」を勉強する？

先日、デイヴィッド・クリスチャン（著）

『オリジン・ストーリー』の中の、「人間

は『未来』という抽象的なことを考える

のが得意なのに、『未来』について教

える教育制度が皆無なのは驚くべき

ことだ。」という一節が目に留まった。

「言語による知恵の蓄積・共有」や

「化石エネルギーの利用」が人間の繁

栄を可能にした一方、「行き過ぎた科

学技術」や「エネルギーの過剰使用」

は地球の未来を危うくしている。「だか

らこそ、あるべき未来を考えたうえで、

今の社会を軌道修正していくことが必

要だ。」と著者は言っている。

確かに、自分の高校までを振り返る

と、過去の歴史を「暗記」し、数学・科

学の法則を「覚える」という類の、「過

去・現在までに分かっていることの勉

強」しかしてこなかった。

「課題先進国ニッポン」とか「SDGs」

が何年も言われてて、「今のままでは、

個人、国、そして世界により良い未来

はない」ことは、社会全体では認識さ
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【人生のまくら話⑮～鈴嶋克太】
人生最適化戦略

〜未来から逆算して生きる〜

れている。にも関わらず、高校までの

教育で「未来」を教えていないのが現

状なのだ。

◆「未来」を考え、意図を持って日々

生きる

私も、大学で、特にアメリカ留学後、

「未来」を考えてきた。科学史や国際

関係を勉強し、今では「環境面での持

続可能性が、人間の未来にとって必

須」という、自分なりの「未来ビジョン」

を持っている。その考えに至るまで、１

９～２３歳の５年ほどの年月を、ある意

味無駄にしてしまった。

もちろん、一人一人が持つべき「未

来」の姿は、必ずしも国家・地球規模

である必要はなく、十人十色で良い。

大事なのは、「未来」から逆算して、

日々の行動に意図や目的を持ち、取

捨選択力をアップし、大事な課題に注

力することだ。

私も、もっと早い段階で何らかの「未

来ビジョン」を持てていれば、その後

の自由な学生生活をもっと有意義に

過ごせたかもしれない。また、小中高

の勉強、進路選択、部活動なども、も

う少し深い意図をもって取り組めたか

もしれないし、大事なことを主体的に

取捨選択することもできただろう。

いわっちょの面白写真
～時節柄？？～

コロナ禍の影響により、最近では人間

のみならず、地域のマスコットなどにマス

クをはめて予防を呼びかけている地域も。

写真の狛犬は、どちらかと言うと強盗み

たい？(^-^;

一方、今年は全国的にカメムシが多い

ようで、知り合いの自宅網戸に卵を産み

付けたそうな。卵も緑なんですね(笑)

企画をもとに、試行錯誤中

～(株)ぎろの部活動～

◆子ども記者クラブ１０期生（秋季生）募集
宮原販売センターの子ども記者クラブは、2011年３月に発

足し、現在６４人が所属しています。本年度の前半は活動

を自粛していますが、秋から活動を再開いたします。

毎年、秋には小学生３年生の入会者を募集しており、１０

月上旬に記者グッズの配付とともに、「お菓子の家作り」を

行いますので、ご検討下さい。くわしくは、ミニコミ紙９月号

にてご案内いたします。

★氷川町等における大学との交流、およ

び連携した人材育成事業（一部抜粋）

・1992～1994国土庁地方振興アドバイザー

・1994～1996早大後藤研究室と共同研究

・2001～地域づくりインターン（2週間）

・2003～ゼミ・企画書作成合宿（3日間）

・2004～宮原好きネット

・2011～子ども記者クラブ

・2012～全国大学生政策アカデミー（3日間）

・2016～まちの課題解決・探究コース

◇外部との交流（右記参照）

92年、国土庁地方振興アドバイ

ザーとして旧宮原町に訪れた後藤春

彦教授（当時、三重大）から外部との

始まり、94年より早大後藤研究室との

共同研究が３年間実施された。

その後、大学教授・学生の調査研

究の受け入れが行われたが、01年よ

り国交省の地域づくりインターン事業

がスタート。以来、新たな事業も加え、

これまでに４４の大学・高専から約700

人の学生を受け入れ、子どもや住民

との交流も実現している。

◇大学の教育改革と地域連携

大学では、90年代から文科省の指

導により大きく４回の教育改革が行わ

れ、最近では「研究活動を介した社会

貢献」に加えて、PBL（課題解決型学

習）が推進されている。

これらにより、学生が地域に入って

学ぶ機会が増えているが、受け入れ

側の体制やプログラムが十分とは言

い難い面もあるのではないか？一過

性の交流にとどまっている事例が少な

くない？という意見も多い。

◇子どもの人材育成と関係人口

一方、地域では少子高齢化に伴い、

地域づくりの担い手不足という課題に

直面している。そこで総務省では、

「地方創生」を掲げると共に、地域外

の人材が地域づくりの担い手となる

「関係人口」の拡大を推進している。

しかしながら、重要なのは地域の担

い手を育てることであり、地域での大

学生の充実した学びに子ども達も関

わり、その後の関係人口への発展す

ることが望ましい。そのために、全国

の大学関係者らと連携しながら、より

良い日本の未来を創造するために、

学会を設立する。

【発起人】吉田道郎（㈱梵まちつくり研

究所）、三浦哲司（名古屋市立大学

大学院）、井上芳恵（龍谷大学）、久

保友美（きょうとnpoセンター）、桑畑夏

生（宮崎大学）、発起 人代表：岩本

剛（熊日宮原販売センター）

◇活動内容（案）

１．子どもや若者の人材育成と参加の

デザインに関する調査研究

２．大学・地域連携において求められ

る指標の調査研究

３．研究地域におけるシンポジウムや

研究会の開催

◇入会について

年齢や職業を問わず入会でき、年

会費は1,000円を予定しています。入

会したい、または詳しく知りたいという

方は、岩本までご連絡下さい。設立趣

意書と設立式のご案内をいたします。

【連絡先：岩本090-3197-7908】

２回目の栽培へ向けて準備中

～月夜の農業クラブ～


